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表　紙 春の風物詩シロウオ漁



湯
浅
町
で
は
、
シ
ロ
ウ

オ
（
素
魚
）
と
い
う

魚
が
初
春
に
広
川
へ
還
っ
て

き
ま
す
。

こ
の
時
期
に
還
っ
て
く
る

こ
と
か
ら「
春
を
告
げ
る
魚
」

と
し
て
湯
浅
町
で
は
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ロ
ウ
オ
を
捕
ら
え

る
漁
法
「
四
つ
手
網
漁
」
で

す
が
、
古
く
か
ら
こ
の
地
に

伝
わ
る
伝
統
漁
法
で
、
広
川

沿
い
の
限
ら
れ
た
者
し
か
漁

を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
最
盛

期
で
は
漁
を
す
る
た
め
の

「
櫓や
ぐ
ら

」
が
広
川
河
口
に
ず
ら

り
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
今

で
は
後
継
者
不
足
で
漁
を

行
っ
て
い
る
の
が
２
軒
の
み

で
、
シ
ロ
ウ
オ
ま
つ
り
に
向

け
て
漁
を
行
っ
た
り
、
町
内

の
飲
食
店
で
観
光
客
な
ど
に

食
し
て
も
ら
う
た
め
の
漁
で

湯
浅
町
外
へ
出
回
る
こ
と
は

ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
貴

重
な
シ
ロ
ウ
オ
と
四
つ
手
網

漁
が
見
ら
れ
る
の
は
２
月
中

旬
〜
３
月
中
旬
で
、
川
面
に

早
春
の
光
を
浴
び
た
白
い
網

や
夕
暮
れ
迫
る
オ
レ
ン
ジ
色

と
漁
師
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
映

え
る
姿
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す

る
ス
ポ
ッ
ト
間
違
い
な
し
で

す
。
ま
た
、
シ
ロ
ウ
オ
ま
つ

り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
広
川
へ
出

向
き
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

シロウオが還ってきてくれるように広川清掃
を毎年行います

目をよく凝らし網の上を通過するシロウオに
タイミングを図る漁師さん

春
の
風
物
詩
シロウ
オ

シロウオは漢字で【素魚】と書きますが、どうして素の魚と書くのでしょう？？？Ｑ 2平成31年３月

島
之
内
商
店
街　

広
橋
周
辺

３
月
17
日
日 

10
時
〜
14
時

どっちがシロウオでしょう

シロウオ炊き込みご飯 まつり会場は大賑わい

大
き
さ
も
形
も
よ
く
似
た

「
シ
ロ
ウ
オ
」と「
シ
ラ
ウ
オ
」

で
す
が
、
シ
ロ
ウ
オ
は
ハ
ゼ

科
の
魚
で
、
シ
ラ
ウ
オ
は
シ

ラ
ウ
オ
科
の
魚
で
ま
っ
た
く

の
別
物
で
す
。
シ
ラ
ウ
オ
と

呼
ぶ
人
も
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
方
言
な
ど
で
シ
ラ
ウ
オ

と
呼
ぶ
地
域
も
あ
り
ま
す
。

見
た
目
と
し
て
は
、
シ
ロ

ウ
オ
は
少
し
頭
の
先
が
丸
み

を
お
び
て
お
り
、
あ
ご
が
で

て
い
ま
す
。
色
も
透
明
で
す

が
、
飴
色
で
す
。
シ
ラ
ウ
オ

は
白
色
で
す
。

ま
た
、
シ
ロ
ウ
オ
は
産
ま

れ
て
海
へ
行
き
川
へ
還
っ
て

き
ま
す
。

シ
ラ
ウ
オ
は
産
ま
れ
た
場

所
で
過
ご
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
体
長
は
５
セ
ン

チ
ほ
ど
の
小
さ
い
魚
で
す

が
、
見
た
目
や
行
動
は
異
な

り
ま
す
。

▲シロウオの一生

シ
ロ
ウ
オ
と
シ
ラ
ウ
オ
の
違
い

１

２

３

❶春になると広川へ
　還ってきます。

❸網をかいくぐったシロウオは
　産卵し、一生を終えます。
　卵からかえった稚魚は海へ。

❷四つ手網漁で漁を
　行います。

？

シ
ロ
ウ
オ
ま
つ
り

紀
州
湯
浅
の

第15回イ
ベ
ン
ト
内
容

●
シ
ロ
ウ
オ
炊
き
込
み
ご
飯
（
数
量
限
定
）

●
シ
ロ
ウ
オ
踊
り
食
い
体
験
（
無
料
）

●
シ
ロ
ウ
オ
す
く
い
（
無
料
）

●
シ
ロ
ウ
オ
漁
見
学

時時

111111
時時時時時

（
荒
天
中
止
）

［ 昨年のシロウオまつりの様子 ］

シロウオ踊り食いシロウオすくい

シロウオは体が透明で光が素通りしていく魚なので「素魚」と書きます。 Ａ3 平成31年３月


